
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第 91 号 Ｒ４.11.21（月）

佐賀県教育庁教育振興課 

この調査は、 

・先生方にとっては、昨年度の結果分析を受けて、それ以降の指導の効果を検証する機会 

・子どもたちにとっては、当該学年での学習内容の定着状況を確認する機会 

といえます。出題範囲についてはすでにお伝えしていますが、調査対象教科の指導の進捗状況を確認す

るとともに、子どもたちへ事前に調査の目的等の説明を十分行った上で、実施するようお願いします。 

また、調査実施にあたっては、実施後に調査結果から

明らかとなった課題等を踏まえて、 

・これ以降の指導にどのように活かしていくのか 

・次年度にどのようなことに取り組むのか 

といったことを、共通理解 

を図りながら、具体的に計 

画したり実践したりする等、 

見通しをもって取り組んで 

ください。 

現在、ＰＤ
ＣＡサイク
ルのこのあ
たりです。 

令和４年度 佐賀県小・中学校学習状況調査を実施します 

◆調査実施日程◆ 

 本調査は、佐賀県の公立小・中学校及び義務教育学校の児童生徒の学習状況を把握・分析し、児童生徒

への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的としています。各学校においては、児童

生徒一人一人の調査結果を踏まえた指導改善につなげていただきますようお願いします。 

【調査実施後の日程】 

◆入力期間 令和４年１１月３０日（水）～令和５年１月６日（金）正午まで 

     ※入力は、「諸調査集計・分析システム」により行ってください。 

◆調査結果票の提供（ダウンロード）期間 

     令和５年１月 13日（金）～令和５年３月２４日（金）１７：００まで（予定） 

なお、平成２８年４月２８日付「全国学力・学習状況調査に係る適切な取組の推進について（通知）」

では、「調査実施前に授業時間を使って集中的に過去の調査問題を練習させ、本来実施すべき学習が十

分に実施できないなどといった声が一部から寄せられているといった状況が生じている。」（一部抜粋）

とあります。県調査も同様に、本来の調査の趣旨・目的を損なうことがないよう十分に御対応いただく

ようお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語の“つまずき”はココ！ 

 今年度実施された全国学力・学習状況調査において、佐賀県で課題がみられた問題を紹介します。

各学校の分析結果と比較検討し、今後の学習指導の改善・充実に向けた取組につなげていきましょう。 

 

【中学校国語】 ※全国：全国（公立）の割合（％） 

令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果 ～中学校編～ 

★指導のポイント★ 

自分の考えが伝わる文

章になるように、資料から

必要な部分を引用するな

どして、根拠を明確にして

文章を書き、互いに読み合

うなどの学習活動を取り

入れながら指導していき

ましょう。 

県 全国 県 全国

２　（３）
自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確に

して書く　（知識・技能）（思考・判断・表現）
記述式 44.1 46.5 10.1

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

９.0

 

佐賀県 全国

1 条件①、②、③を満たして解答しているもの 44.1 46.5 ◎

2 条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの 0.1

3 条件①、③を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの 41.6 40.2

4 条件②、③を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの 0.7 0.7

99 上記以外の解答 3.4 3.6

0 無解答 10.1

解答類型
反応率（％）

正答

（正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

①【農林水産省のウェブページにある資料の一部】から適切な情報を

抜き出して書いている。

②引用する部分をかぎかっこ（「　」）でくくって書いている。

③ 「例えば、」に適切に続くように書いている。

０．０

９．０



★指導のポイント★ 

与えられた条件を整理し

たり、着目すべき性質や関係

を見いだし、事柄が成り立つ

理由を、筋道を立てて考えた

りする活動を取り入れ、数学

的に説明できるように指導

することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学の“つまずき”はココ！ 

【中学校数学】 

※解答類型：一部省略 

県 全国 県 全国

９　（２）
筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明するこ

とができる　（思考・判断・表現）
記述式 7.8 12.4 40.3 38.5

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率

佐賀県 全国

1 (a)、(b)、(c)について記述しているもの。 5.6 10.1 ◎

2 (a)、(b)、(c)について記述しているが、表現が十分でないもの。 0.9 0.7 〇

3 (a)、(b)について記述しているもの。 0.8 〇

6 根拠として、∠EBF＝６０°を用いているもの。 4.3 4.3

7 (a)について、又は、(a)、(c)について記述しているもの。 3.3

8 (b)について、又は、(b)、(c)について記述しているもの。 2.5 3.1

9 (c)について記述しているもの。 9.5 8.5

99 上記以外の解答 32.7 29.7

0 無解答 40.3 38.5

（正答の条件）

次の(a)、(b)、(c)について記述しているもの。

(a)∠ＡＥＢ＝∠ＣＢＦ

(b)∠ＡＢＥ＋∠ＡEＢ＝３０°

（ｃ）∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝３０°

解答類型
反応率（％）

正答

３．０

１．０



★指導のポイント★ 

物体に力を働かせる実験を行い、一つの物

体に二つの力が働いていることに気付くよう

に指導しましょう。また、それらの力の大き

さや向きを矢印で表して、つり合いの関係を

説明する学習場面を設定しながら指導してい

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

理科の“つまずき”はココ！ 

【中学校理科】 

※掲載している調査問題は、国

立教育政策研究所のウェブ

ページから引用しています。 

【配信期間】令和４年 1０月中旬～令和４年１１月２５日（金） 

【内  容】小学校国語科、小学校算数科、小学校理科 

中学校国語科、中学校数学科、中学校理科 

      ※詳細については、各学校に送付しています文書を御覧ください。 

       （参照：令和 4 年 10 月 18 日付け教委振第 934 号） 

各学校の結果分析とあわ

せて御活用ください！ 

 

現在、「全国学力・学習状況調査の課題改善に向けた学習指導のポイント」をオンデマンドで配信しています。 

これは、今年度の全国学力・学習状況調査の結果を踏まえて、本県における各教科の調査結果を紹介していま

す。まだ視聴していない学校においては、校内研修で視聴する等、全職員による共通理解を図り、今後の学習

指導の改善・充実を図る際の参考として御活用ください。 

「全国学力・学習状況調査の課題改善に向けた学習指導のポイント」について 

佐賀県 全国

つり合う力を表した矢印 つり合う力の説明

1 アと解答しているもの キと解答しているもの 17.4 15.3 ◎

2 アと解答しているもの キ以外を解答しているもの 3.4 2.4

3 ア以外を解答しているもの キと解答しているもの 58.5 62.2

4 ア以外を解答しているもの キ以外を解答しているもの 19.7

99 0.7 0.8

0 0.2 0.2

解答類型

上記以外の解答

無解答

反応率（％）
正答

１９．０

県 全国 県 全国

５　（１）

力の働きに関する知識及び技能を活用して、物体に働

く重力とつり合う力を矢印で表し、その力を説明できる

かどうかをみる（知識・技能）

選択式 17.4 15.3 0.2 0.2

設問番号 出題の趣旨（評価の観点） 問題形式
正答率 無解答率



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究主題  

 

 

 

 

２ 公開授業の様子① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開授業の様子② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中連携事業の公開授業 開催中！！ 

玄海みらい学園：９月 28 日（水） 

E-MAIL : genkai-mirai@education.saga.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「授業づくりのステップ１・２・３」

を生かした 9 年間を貫く学習スタ

イルを実現する授業！ 

【研究テーマ】 できた喜びを感じ、自ら伸びていく子どもを育む、９年間を貫く学習スタイルの研究 

        ～基礎・基本の定着と家庭学習の取組を通して～ 

 
図形の中から「三角形」「四角形」「三角形でも四角形でも

ない形」を見付けて、分けた理由を説明しましょう。 

タブレット
の図形の中か
ら「三角形」「四
角形」などを見
付け、分けてい
ます。 

ペアになり、
図形を分けた
理由について
説明していま
す。 

学 年： ９年生 数学 

指導者： 内山 勇樹 先生 

単元名： 関数 y＝aｘ 

めあて： 振り子の実験を通して、周期と振り子の長さの関係を

見付けよう 

 

 
振り子の周期と振り子の長さにはどんな関係があるのか

考えましょう。 

周期に対す
る振り子の長
さを測り、その
関係を調べる
ための実験を
行っています。 

調べた実験の
結果を全体で紹
介し、周期と振り
子の長さの関係
を考えています。 

２ 

学 年： ２年生 算数 

指導者： 本田 祐人 先生 

単元名： 三角形と四角形 

めあて： 三角形と四角形をみつけて、わけをせつめいしよう 

 


